
 

 

 

 

 

A s i a n  S o c i e t y  o f  H u m a n  S e r v i c e s  

A s i  a n   J  o u r n a l    o f  

H U M A N  
SERVICES 

Printed 2015.0430   ISSN2186-3350 

Published by Asian Society of Human Services 

VOL.8 

April  2015 

 



 

 

 

 

Human 

Services 

Asian Journal of Human Services，VOL.8 152-161 

SHORT PAPER 

台湾のソーシャルワークにおける「カルチュラル 

コンピテンス」の研究動向に関する研究 
―量的内容分析を用いて― 
 

 

陳 麗婷 1)  

 

1) 上智社会福祉専門学校 

 

＜Key-words＞ 

カルチュラルコンピテンス，ソーシャルワーク教育，内容分析，多様性，自己覚知 

 

chen-li@sophia.ac.jp（陳 麗婷） 

Asian J Human Services, 2015, 8:152-161. © 2015 Asian Society of Human Services 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 

陳(2014)は、台湾の外国籍のメンバー（特に母親）がいる家族（注 1）（以下、外国籍家

族と記す）の早期療育ソーシャルワーク研究を分析して考察を加えた。そこでソーシャルワ

ーカーの役割に関する事項として、下記の 5点が挙げられた。 

１ ソーシャルワーカーが外国籍のメンバーのいる家族に関する自分自身の認識について覚

知する必要がある。文化的多様性のある家族について、果たして自分はどのように捉える

傾向があるのか。再確認が求められる。 

２ 児童の障害についてアセスメントする力が求められる。というのは、障害として認識さ

れているものには、環境によるものもあるためである。 

３ 家族の状態やメンバー間の相互関係についてアセスメントする必要がある。東南アジア

国籍のメンバーがいる家族の実態として、家族全体が低教育（低学歴）で、社会経済的地

位の低いことが指摘されている。また家族内でもその女性配偶者が低い立場におかれ、子

育ては彼女たちのみに押し付けられていることも指摘されている。子どもを家族が協力し

て育てられるようにすることに着目した、家族ソーシャルワークの重要性が求められる。 

４ 制度があれば、支援を必要とする家族に活用されるとは限らない。資源があるにもかか

わらず、それにアクセスできていないという現実も指摘されている。資源が当事者に届く

よう、アクセスする力をアセスメントする力が求められる。早期療育サービスの利用に影

響する要因として、①女性配偶者の教育程度②女性配偶者の中国語の語学力③経済的要因

などが挙げられている。それらを踏まえた上で、積極的なアウトリーチが求められる。 

５ 上記の研究で社会の偏見等により、不要に抑圧されている人々の存在が示されていた。

東南アジア嫁に対する偏見、報道が存在している。この不当な社会的障壁に挑戦していく

ことの重要性を認識していくことが求められる。即ちエンパワメントの思想である。 
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上記をふまえ、筆者が強調したいのは、社会構造に着目したソーシャルワークにおけるエ

ンパワメントの必要性である。そこでは、多様な文化を受容する社会の創出に向けて橋渡し

となるソーシャルワーカーの存在が求められている。ソーシャルワーカーたちは、多様な人

材が社会に仲間として受け入れられ、その人材が実力を十分に発揮できて、正当な評価を受

けることを目指している。ここで有効となる概念がカルチュラルコンピテンスではないだろ

うか。 

カルチュラルコンピテンスは個々の文化が持つ強さ・能力を意味するものではない。むし

ろ、ソーシャルワーカー自身がそれぞれの文化の独自性を尊重することを意味している。文

化について、様々なとらえ方もあろうが、ここではユネスコの「文化の多様性に関する世界

的宣言」(UNESCO, 2001)の中で言及された定義をあげておく。 

「文化とは、特定の社会または社会集団に特有の、精神的、物質的、知的、感情的特徴を

あわせたものであり、また、文化とは、芸術・文学だけではなく、生活様式、共生の方法、

価値感、伝統及び信仰も含むものである」とした上で、「文化は、アイデンティティー、社

会的結束、知識に基づく経済の発展という問題に関する今日の議論において、核心となって

いる」としている。すなわち文化は、年齢別グループ、地域社会、血縁組織（家族）などの

社会を構成する人々によって身に付け・共有し・伝達される行動様式ないし生活様式である。

そして、そこには次のものも含まれている。 

① 思考や学習による信念やふるまいのパターン。 

② ある社会組織に共有されている価値観。 

一般に、社会組織（性・階層・家族・障害者・国籍・性的志向）ごとに固有の文化がある

とされている。カルチュラルコンピテンスの発想は、けっして当事者を弱者で依存的なだけ

の存在として捉えない。多様性を踏まえた上で、ストレングスを見出そうとしている。多様

性を理解することは困難であるが、それぞれの文化に価値があることは上記の宣言にもうか

がわれる。そのように考えると、カルチュラルコンピテンスを用いて、多様性を視野に入れ

たソーシャルワークの検討をしていくことは、その本来的な意味を発展させるために、極め

て示唆に富むものと思われる。 

 

Ⅱ．問題と目的 

 

台湾においても、カルチュラルコンピテンスが言及されるようになった。カルチュラルコ

ンピテンスに関して、全米ソーシャルワーカー協会の取り組みがきわめて参考となる。全米

ソーシャルワーカー協会（以下、NASW）倫理綱領(2008)の前文は、以下のように述べてい

る。「支援が必要で、抑圧され、貧困生活をしている人々に注目すべきである」とした上で

「ソーシャルワーカーは文化や民族の多様性を十分に認識し、差別・抑圧・貧困・その他の

社会的不正義をなくすために努めなければならない」としている。さらには、NASWは「ソ

ーシャルワーク実践におけるカルチュラルコンピテンスに関する規準」(2001)を制定してい

る。そこで、カルチュラルコンピテンスに関して、「個人やシステムが敬意を持って効果的

に、文化・言語・人種・階層・民族的背景・宗教・その他の多様性の生じさせる要因を持つ

人々に対応していくプロセスである。個人・家族・コミュニティの価値を認識し、肯定し、

高く評価し、個々の尊厳を認識していく」としている。そして、「倫理と価値」、「自己覚

知」、「異文化に関する知識」、「異文化に対応する技術」、「サービス提供」、「エンパ
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ワメントとアドボカシー」、「専門職教育」、「言語多様性」、「異文化のクライエントグ

ループに対するリーダーシップ」、「雇用における専門職の多様性」などの項目を挙げてい

る。 

前述したように外国籍のメンバーがいる家族を支援するためには、カルチュラルコンピテ

ンスは重要な概念となると思われる(陳，2014)。他方で、カルチュラルコンピテンスはビジ

ネス、保健・医療、教育、司法・行政などの領域でも用いられるようになっている。そのよ

うな状況の中で、カルチュラルコンピテンス自体がそれらの領域の研究の中でどのように用

いられているのかを俯瞰した研究はまだ見当たらない。そこで本研究では、台湾の研究にお

いて二つの側面からアプローチする必要性を感じた。 

① ソーシャルワークに限らず、いかなる領域でカルチュラルコンピテンスがどのように

用いられるかを探ること 

② ソーシャルワークの領域において、どのような関連語がどのように言及されているの

かを探ること 

そこで本稿では、上記の課題に取り組むために、台湾の学術論文がどのようにカルチュラ

ルコンピテンスとその関連語(ソーシャルワーク領域)について言及しているのかについて、

内容分析を用いて基礎資料を作成することを目的とする。 

 なお、本報告ではカルチュラルコンピテンスを、主として上記の NASW 定義を参考にし

ていく。 

 

Ⅲ．方法 

 

以下の 2つの段階でレビューを行った。 

３.１ 研究１ 

台湾の学術論文を対象にして、台湾の学術論文検索システムで、カルチュラルコンピテン

スに言及している件数を探る。言及している領域を抽出し、その上で領域ごとに年代におけ

る変化を探る。 

 

３.２  研究２ 

上記を踏まえて、ソーシャルワーク研究に関する学術論文で下記の関連語について言及し

ている件数を探る。関連語は、ソーシャルワークの論文のキーワードを分類し、カテゴリー

として抽出されたものにより下記の通り設定した。 

“professional”、“family”、“empowerment”、“evaluation”、“reflection”、“system”、

“indigenous”、“discrimination”であった。これらの言及状況を年代別に整理するとともに、

これら関連語間の言及の相関状況を検定する。なお、“indigenous”に関連して、新住民（注2）

も含めた言及状況について、教育と保健・医療の領域と比較する。 

 

Ⅳ. 結果 

 

４.１ 研究１の結果 

 各領域で抽出された論文数を、10年きざみの年代で整理すると表１の通りであった。筆者

がカルチュラルコンピテンスに関する研究を抽出した結果、領域として、「ビジネス」、「教育」、

「ソーシャルワーク」、「保健・医療」、「社会文化」、「司法・行政」、「心理」を設定した。 
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表１ 年代と領域のクロス表 

 

領域 

合計 

ソーシャル 

ワーク 教育 ビジネス 社会文化 司法・行政 保健・医療 心理 

年代 

1984- 

1993 

度数 0 2 0 3 0 0 0 5 

年代 0.0% 40.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

領域 0.0% 1.8% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 

1994- 

2003 

度数 3 20 7 27 0 3 1 61 

年代 4.9% 32.8% 11.5% 44.3% 0.0% 4.9% 1.6% 100.0% 

領域 5.9% 18.0% 20.6% 56.3% 0.0% 11.1% 12.5% 21.6% 

2004- 

2013 

度数 48 89 27 18 4 24 7 217 

年代 22.1% 41.0% 12.4% 8.3% 1.8% 11.1% 3.2% 100.0% 

領域 94.1% 80.2% 79.4% 37.5% 100.0% 88.9% 87.5% 76.7% 

合計 度数 51 111 34 48 4 27 8 283 

総和の％ 18.0% 39.2% 12.0% 17.0% 1.4% 9.5% 2.8% 100.0% 

 

2 つの大きな傾向が認められる。第一は、社会文化領域に関してであり、第二は教育、ビ

ジネス、ソーシャルワーク、保健・医療の領域に関してである。 

社会文化領域は 1984-1993 年に全体に先駆け同年代では 60.3%を占めた。そして、

1994-2003年にピークを迎え 44.3%を占めたが、その後は減少している。それに対して教育、

ビジネス、ソーシャルワーク、保健・医療の領域では 2004-2013年に急速な増加をしている。

同年代に教育は 41.0%を占めた。 

 

４.２ 研究２の結果 

次に、ソーシャルワーク領域で関連語の抽出件数は下記の通りであった。関連語はソーシ

ャルワークの論文のキーワードを分類して、下記の通り抽出したものより、10年きざみの年

代で整理した。 

 

表２ 関連語の言及件数（％は年代ごとの総数比） 

 

profe- 

ssional family 

empower- 

ment 

indi- 

genous 

discrimi- 

nation evaluation reflection system 

1984-1993 

/3件中 

3 2 1 2 2 0 0 2 

100.0% 66.7% 33.3% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 66.7% 

2004-2013 

/48件中 

39 15 7 18 3 13 5 20 

81.3% 31.3% 17.0% 37.5% 6.5% 27.1% 10.4% 41.7% 

合計 

/51件中 

42 17 8 20 5 13 5 22 

82.4% 33.3% 15.7% 39.2% 10.2% 25.5% 9.8% 43.1% 
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すべての関連語で、1984-1993年に比較して、2004-2013年に実数が大幅に増加している。

特に“professional”、“system”、“indigenous”の３語は、2004-2013年にそれぞれソーシャル

ワーク論文数の 82.4%・43.1%・39.2%を占めている。 

次に、関連用語間の相関を分析した。相関分析結果は下記の表３の通りであった。 

 

表３ 相関分析(**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 。*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) ) 

 indigenous professional family empowerment evaluation reflection system discrimination 

indigenous 1 .285* -.130 -.008 -.091 -.038 .203 .272 

professional .285* 1 -.076 -.198 .282* -.129 -.076 .156 

family -.130 -.076 1 .271 -.118 .005 .067 -.099 

empowerment -.008 -.198 .271 1 -.246 .013 .390** -.145 

evaluation -.091 .282* -.118 -.246 1 -.070 -.225 -.031 

reflection -.038 -.129 .005 .013 -.070 1 .056 -.111 

system .203 -.076 .067 .390** -.225 .056 1 -.014 

discrimination .272 .156 -.099 -.145 -.031 -.111 -.014 1 

 

さらに、教育と保健・医療の先住民と新住民に対する言及状況をソーシャルワークと比較

してカイ二乗検定を行った。結果、p=0.001<0.05であった。 

 

表４ 領域と先住民・新住民に関するクロス表 

 

先住民と新住民 合計 

両方無し 先住民のみ 新住民のみ 両方有  

領域 ソーシャ

ルワーク 

度数(領域 の %) 
22(43.1) 20(39.2) 9(17.6) 0(0) 51(100) 

教育 度数(領域 の %) 89(80.2) 13(11.7) 8(7.2) 1(0.9) 111(100) 

保健・ 

医療 

度数(領域 の %) 
20(69.3) 0(0) 7(25.9) 0(0) 27(100) 

合計 度数（%） 131(69.3) 33(17.6) 24(12.7) 1(0.5) 189(100) 

 

ソーシャルワーク領域が教育と保健医療領域に比して、「先住民のみ」を高く取り上げてい

た。他方で保健医療がソーシャルワークと教育領域に比して、「新住民のみ」を高く取り上げ

ていた。 

 

Ⅴ. 考察 

 

以下に上記の結果を要約し、その上で結果に対する考察を行う。 

５.１ 結果の要約 

以上の結果から、次の点がソーシャルワークの研究動向に関して示唆された。 

① 研究１よりカルチュラルコンピテンスに言及する領域として、「ビジネス」、「教育」、「ソ

ーシャルワーク」、「医療」、「社会文化」、「司法・行政」、「心理」が見出された。年代と
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領域における変化を探った結果、過去 10年で、教育・福祉・ビジネスの領域での伸びが

著しい。特に社会文化が 1994-2003 年に最も多く取り上げていたカルチュラルコンピテ

ンスの視点が、2004-2013 年にはビジネス・教育と同様にソーシャルワークの領域でも

確実に浸透しつつある。そして“professional”の在り方に、新たな視点を導入したことが

伺われる。 

② 教育と保健・医療と比較したところ、ソーシャルワークの領域で“indigenous”をカルチ

ュラルコンピテンスの視点から取り上げることとなった。グローバリゼーションにより

新住民に目が向けられるのと同時に、国内の先住民にも注目されるようになったことが

示唆された。 

③ 研究２では、ソーシャルワークにおいて、関連語の言及状態を探った。関連語に言及し

ている件数は、すべての語(特に“professional”と“indigenous”)において過去 10年間で増

加していた。そして“professional”が“evaluation”と“indigenous”に、“empowerment”が

“system”と相関関係の有意性が認められた。これらの関連をさせた研究動向であること

が伺われる。 

なお、“indigenous”は教育と保健・医療に比して、ソーシャルワークにおいて高く取り

上げられていた。 

 

５.２ 結果に対する考察 

以上の結果を踏まえたうえで３点について考察したい。第一になぜソーシャルワークにお

いてにカルチュラルコンピテンスの言及数が増えたか。第二は言及数が増えることが意味す

ることは何かである。第三に、ソーシャルワークの具体的側面における検討に関してである。

以下それぞれについて述べる。 

 

５.２.１ なぜソーシャルワークにおいてにカルチュラルコンピテンスの言及数が増えた 

     か 

台湾の国内における要因と、国外からの要因が考えられる。即ち、国内における要因とし

て政策的に先住民族を尊重するようになったということが挙げられる(莊，2005)。ソーシャ

ルワークにおけるコンピテンスの言及で先住民族との関連が示唆されたことはその証左と言

えよう。さらにその経過を見るうえで、1999年の 921大震災も触れておきたい。1999年の

921 大震災で、都市部のソーシャルワーカーたちが被災地支援のために支援に行ったことも

一つの促進要素としてあげられるであろう(黃，2009；陳，2011)。それにより、多くのワー

カーたちが従来のソーシャルワーク技法では十分に対応できないことに接し(莊，2005)、台

湾の先住民の文化・特徴に適した知識・スキルなどの必要性を強く認識させられたものと考

えられる。他方で、国外からの要因は外国からの移民の増加が挙げられる(陳，2008；吳，

2009；張・曾，2011)。これはまさに冒頭で述べた外国籍家族の例などが該当する。台湾の

主流の文化を前提として、それに適応を求めるような支援に限界が生じたといえよう(孫・郭，

2009；吳，2009；張・曾, 2011)。 

 

５.２.２ 言及数が増えることが意味することは何か 

第二の言及数が増えることが意味すること、について述べていきたい。基本的には、ソー

シャルワーク専門職の理念・教育・実践の在り方を変革させる可能性があるということであ
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ろう。 “professional”、 “family”、 “empowerment”、 “indigenous”、 “discrimination”、

“evaluation”、“reflection”、“system”の語に対する言及数が確実に増加していることは、専

門職が自分たちの実践を省察する必要性を唱えており、また他方で実践においても次の点が

考えられる。個々の支援を要する人々に寄り添うサポートができるようにするためには、多

くの台湾人(先住民に対しても)の発想で接するのではなく、一人ひとりの考えを理解し、信

頼関係を築くためには個々の語りを傾聴することが必要となる。そして個々の心情や置かれ

た状況への理解をするために、その文化への理解とリスペクトが必要となる。そこには他文

化に対するワーカー自身の自己覚知も求められる。そして、ここでは単に個別の支援に留ま

らず、社会的障壁への挑戦の支援という視点が求められる。そのような視点を従来のソーシ

ャルワークに反省を促すものとなるのではないだろうか。 

 

５.２.３ ソーシャルワークの具体的側面における検討 

上記をさらに、具体的な次元から論じるために、３つの点について触れたい。第一に実践

のレベルにおける疑義、第二にソーシャルワークの教育に関して、第三にエンパワメント

に関して、である。 

ア） 実践のレベルにおける疑義 

従来のソーシャルワーク実践が、支援を必要とする人々への対応が効果的ではないと認識さ

れたということである。文化の違いに対して十分な認識ができていないために、効果的なソ

ーシャルワーク実践ができていないというものである(吳，2009；林，2011)。具体的には、

先住民に対しソーシャルワークの実践をもう一度振り返り、先住民に寄り添った支援の在り

方を模索する必要があると示すものもある(黃，2009；郭・黃，2010；陳，2011；黃，2013)。

“professional”と“indigenous”に相関が認められたことはその証左ともいえよう。 

台湾の研究の中で、興味深い２つの事例が示されている。多くの先住民地域のソーシャル

ワーカーは、漢民族専門ワーカー、先住民専門ワーカー、先住民ワーカーである。専門教育

を受けたワーカーであるかどうか、先住民の出身であるかどうか、による実践の相違、メリ

ット・デメリットに関する調査研究があった(莊，2005；廖，2005；莊，2009)。他方で人身

売買の被害者を支援するソーシャルワーカーの実践報告もなされている(江，2010)。従来の

ソーシャルワーク領域（児童・高齢・家族）を超えた領域として、外国人（特に東南アジア

の出身）への支援も展開されていることが示唆されている。 

上記の研究がなされてきたことと、期を同じくして国際ソーシャルワーカー連盟(IFSW, 

2014)では、ソーシャルワークの定義が改正された。この定義では、国や地域ごとに上乗せし

て、独自の定義を作ることができることとなった。さらにその解釈には、「植民地主義の結果、

西洋の理論や知識のみが評価され、諸民族固有の知は西洋の理論や知識によって過小評価さ

れ軽視され、支配された」として、「どの地域・国・国の先住民たちもその独自の価値観およ

び知を作り出しそれらを伝達する様式によって、科学に対して計り知れない貢献をしてきた

ことを認めるとともに、そうすることによって西洋の支配の過程を止め反転させようとする。

こうしてソーシャルワークは、世界中の先住民族たちの声に耳を傾け学ぶことによって西洋

の歴史的な科学的植民地主義と覇権を是正しようとしている」と述べている。まさに「西洋

の諸理論だけではなく、先住民を含めた諸民族の固有の知」に拠っていること認識している

ということであろう。これは台湾がカルチュラルコンピテンスについて直面した状況、すな

わち単一の基準が必ずしもすべてに当てはまらない、それぞれの文化を十分に含んだうえで
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検討していくことの必要性を示すものではないであろうか。 

イ） ソーシャルワークの教育に関して 

先住民の支援の教育に関して、従来の教育方法では現場で役に立つソーシャルワーカーを

育成できないことの反省に立ち、台湾の全国なレベルとしては教育プログラムの中に多文化

ソーシャルワークを導入すべきである (游，2012) という議論がされている。また個別レベ

ルでは、先住民をソーシャルワーカーとして育成しようという動きを、多文化ソーシャルワ

ークを学生に理解させるために東南アジアに実習に行かせるという試みもある(馬，2004；游，

2012)。以上のことは、台湾の従来行われてきたプログラムがすべてに活用できるものではな

いという認識に立ったものであろう。 

ウ） エンパワメントに関して 

カルチュラルコンピテンスは文化の違いという嗜好性の次元に留まるものではない。政治

的権力構造によりこれまで主流文化に抑圧・差別されてきたことの不当性に対して抗議する

ものである(陳，2008；莊，2009・2012)。前述したソーシャルワークの関連語の中でエンパ

ワメントへの言及が増加していることは、その一つの理由となるのであろう。さらに前述し

たとおり、関連語間でエンパワメントとシステムの相関が認められたことは、個人への支援

にとどまらない社会システムの再構築や変革の必要性を示唆するものであろう。国際ソーシ

ャルワーカー連盟が改正した、ソーシャルワークの定義では社会改革と社会開発が述べられ

ており、その中心原則として位置づけられたことと密接に関係していると思われる。 

 

Ⅵ. おわりに 

 

筆者は台湾のソーシャルワーク研究においてカルチュラルコンピテンスが言及されるよう

になってきた事実を述べてきた。そしてこれが従来の専門性や教育を見直して変革させる契

機となることを示してきた。 

本稿の限界はあくまで、研究で取り上げられた動向から探るという次元であり、現実のソ

ーシャルワーク現場の調査でないことが挙げられる。 

特に大きな課題として、カルチュラルコンピテンスが具体的な支援にどう結び付くのかま

だカルチュラルコンピテンスという集団を重視する発想の中でどこまでそこに所属する個人

を尊重できるのか十分に議論できなかった。これは今後の課題とし、以後現場実践を踏まえ

た上での研究を展開していきたい。 

 

注 

1) 本稿で「外国籍」とは、東南アジア籍の者を想定している。 

2) 新住民とは海外からの移住者を意味するが、本稿で主として東南アジア籍の者を想定し

ている。 
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ABSTRACT 

Since the 1990s, the number of immigrants to Taiwan has increased, and indigenous 

people have gained political esteem. This social situation, therefore, calls for an 

awareness of “cultural competence.” Cultural competence means that social workers 

respect the originality of every culture in a society. The term cultural competence has 

been used often in social work research in Taiwan. In order to clarify how cultural 

competence and related phrases have been used, I performed a quantitative content 

analysis of Taiwanese research. I ran a computer search to reveal the mentions of 

cultural competence in the research of several fields, including business, education, and 

social work and calculated the frequencies of how often it was mentioned (study 1). 

Taking the above results into account, I also ran a computer search to assess how often 

related phrases were mentioned in social work research (study 2). The results of Study 1 

show that cultural competence has been mentioned in the fields of business, education, 

social work, medicine, social cultures, administration & legal, and psychology. 

Furthermore, the frequency with which this phrase has been mentioned in business, 

education, and social work has increased steeply in the last ten years. The results of 

Study 2 show that the use of related phrases (e.g., “professional,” “family,” 

“empowerment,” “indigenous,” “citizenship,” “teaching,” “evaluation,” “reflection,” and 

“system”) has steadily increased in the last ten years. I detect a correlation coefficient 

between the mentions of these phrases. In addition, there is a correlation significance 

between “empowerment” and “system” and between “professional,” “evaluation,” and 

“indigenous.” The above results suggest that the use of cultural competence has certainly 

spread in the social work fields in the last ten years. The concept of cultural competence 

may present an opportunity to greatly change social work education and practice. 
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